
 

Q&A
CiscoWorks IP Communications Operations Manager 1.0
全般

Q. CiscoWorks IP Communications Operations Manager 1.0 とは何ですか。

A. CiscoWorks IP Communications Operations Manager 1.0 は、 IP コ ミ ュニケーシ ョ ン インフラス ト ラ クチャ全体を統合した統

一された監視機能を提供し、 IP コ ミ ュニケーシ ョ ン  ネッ ト ワークの各コンポーネン トの動作ステータスを表示します。 また、

各種の IP コ ミ ュニケーシ ョ ン コンポーネン ト （Cisco® CallManager、 Cisco Unity®、 Cisco® CallManager Express、 Cisco Unity
Express、 Cisco IP Contact Center コンポーネン ト、 ゲート ウェイ、 ルータ、 IP フォンなど） について現在のステータスを常時モ

ニタし、 問題の特定と解決を促進するさまざまな診断ツールを提供します。 さ らに、 ネッ ト ワーク内の IP コ ミ ュニケーシ ョ ン

インフラス ト ラ クチャ とその基盤となる伝送インフラス ト ラ クチャの両方について、 現在のステータスをモニタして評価しま

す。

• CiscoWorks IP Communications Operations Manager 1.0 は、IP コ ミ ュニケーシ ョ ンの展開に関係する動作ステータスを表示し、

サービスレベル ビューによってネッ ト ワークを視覚化します。

• CiscoWorks IP Communications Operations Manager 1.0 はト ラブルシューティングを可能にする、 状況依存診断ツールを備え

ているため、ネッ ト ワーク管理者は生産性を向上させ、よ り迅速に問題を特定できます。これは以下によって実現されます。

– 統合 IP コ ミ ュニケーシ ョ ン インフラス ト ラ クチャの各種コンポーネン トに関する診断テス ト、パフォーマンス と接続

の詳細情報

– 模擬テス トによ りエンドユーザの動作を再現し、ゲート ウェイのアベイラビ リ ティなどの IP コ ミ ュニケーシ ョ ン イン

フラス ト ラ クチャの設定を検証

– IP サービスレベル契約 （SLA） に基づく診断テス トによって WAN リ ンクのパフォーマンス と ノード間のサービス品質

を測定

– 通知メ ッセージにはサービス停止に関する詳細情報への状況依存リ ンクが含まれ、 実用的な情報を提供

– IP コ ミ ュニケーシ ョ ンの実装を管理する他の CiscoWorks ツールやシスコ製ツールへの状況依存リ ンク

• CiscoWorks IP Communications Operations Manager 1.0 は、CiscoWorks IP Communications Service Monitor 1.0 が展開されていれ

ば、 そこから提供される情報を利用してサービス品質アラー ト を発行し ます。 CiscoWorks IP Communications Operations
Manager 1.0 は、 モニタする通話セグメン トのエンドポイン ト （IP フォン、 Cisco Unity メ ッセージング システム、 音声ゲー

ト ウェイなど） ペア間の指定時刻のサービス品質に対応する  Mean Opinion Score （MOS） 、 およびサービス品質の問題に関

連するその他の詳細情報を表示します。 また、 2 つのエンドポイン ト間の候補となるパスの ト レースを実行でき、 パス内の

中間ノードに停止や問題がある場合はレポートできます。

• CiscoWorks IP Communications Operations Manager 1.0 は、 ネッ ト ワーク内の各 IP フォンに影響する接続および登録に関連す

る停止について最新情報を提供し、 追加の状況情報を提供して IP フォンの位置の特定と識別を可能にします。 
• IP コ ミ ュニケーシ ョ ン デバイス と  IP フォンのインベン ト リの追跡を可能にする  CiscoWorks IP Communications Operations

Manager 1.0 は、 IP フォンのステータス変更を追跡し、 ネッ ト ワーク内の IP フォンに対する移動、 追加、 変更操作を記録し

たさまざまなレポート を作成します。

• CiscoWorks IP Communications Operations Manager 1.0 は、 SNMP （簡易ネッ ト ワーク管理プロ ト コル） ト ラ ップ、 Syslog メ ッ

セージ、 および E メールを使用する柔軟性の高いノースバウンド  インターフェイスを備えているため、 モニタするネッ ト

ワークのステータスを上位のエンティティ （通常は Manager of Managers [MoM]） にレポートできます。

• CiscoWorks IP Communications Operations Manager 1.0 は、 SNMP や HTTP などのオープン インターフェイスを使用して、 IP
コ ミ ュニケーシ ョ ンの展開に含まれる各種デバイ スのデータ を リ モー ト か ら ポー リ ング し ます。 CiscoWorks IP
Communications Operations Manager 1.0 は、 モニタ リ ング対象のデバイスにエージェン ト  ソフ ト ウェアを展開する必要がな

いため、 システムの動作を中断させるこ とはあ り ません。
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Q. CiscoWorks IP Communications Operations Manager 1.0 はエージェン ト を使用しますか。

A. いいえ。CiscoWorks IP Communications Operations Manager 1.0 は、モニタ リ ング対象のプラ ッ ト フォームにエージェン ト  ソ
フ ト ウ ェアを展開する必要がないため、 システムの動作を中断させる こ と はあ り ません。 CiscoWorks IP Communications
Operations Manager 1.0 は、 SNMP や HTTP （AVVID XML Layer [AXL] Simple Object Access Protocol [SOAP]） などのオープン イ
ンターフェイスを使用して、 リモートから （定期的に） モニタ リ ング対象のデバイスをポーリ ングし、 ステータス情報を収集

します。 また、 （Skinny Client Control Protocol [SCCP] ベースと  IP SLA ベースで） 複数の診断テス ト を実施し、 それらの結果を

利用して展開の動作ステータスを特定します。 ユーザ インターフェイスがブラウザベースであるため、 ネッ ト ワーク内のあら

ゆる場所から リモート  ログインするこ とが可能であ り、 展開の現在のステータスに関する リ アルタイムの情報をすぐに入手で

きます。

Q. CiscoWorks IP Communications Operations Manager 1.0 と、 シスコ  IP コ ミ ュニケーシ ョ ン テク ノ ロジーを管理する他の製品

の相違点は何ですか。

A. CiscoWorks IP Communications Operations Manager 1.0 は、 シスコによる品質と  24 時間体制のサポートが保証され、 以下の

すべての機能が 1 つの総合ソ リ ューシ ョ ン管理パッケージに統合されている点が、シスコ  IP コ ミ ュニケーシ ョ ン テク ノ ロジー

を管理する他の製品と異なり ます。

• 幅広い IP コ ミ ュニケーシ ョ ン デバイス と基盤となる伝送インフラス ト ラ クチャに対応

• 展開全体を表示するサービスレベル ビューによ り、 モニタ リ ング対象の全コンポーネン トについて現在のステータスに関

する情報を表示

• 状況依存ツールを各種のユーザ インターフェイスから起動し、 問題の特定と解決を促進するこ とが可能

• 診断テス トではエンドユーザの操作 （電話の発呼、 ボイス  メールの記録など） を再現するこ とが可能

• SNMP や HTTP などのオープン インターフェイスを使用して、 リモートから定期的にデバイスをポーリ ングし、 エージェ

ン ト  ソフ ト ウェアも不要

• IP フォンのレポートでは、 IP アドレス と  MAC アドレス、物理接続の情報、 シグナリ ングのステータス といった情報を幅広

く提供

Q. CiscoWorks IP Communications Operations Manager 1.0 がモニタできる  IP コ ミ ュニケーシ ョ ン コンポーネン トは何ですか。

A. CiscoWorks IP Communications Operations Manager 1.0 は、Cisco CallManager、Cisco Unity、Cisco Conference Connection、Cisco
Emergency Responder、 Cisco IP Contact Center、 Cisco IP Contact Center Express、 Cisco CallManager Express、 Cisco Unity Express、
および Cisco Survivable Remote Site Telephony （SRST） ルータ  ファ ミ リの各製品システムをモニタできます。 また、 シスコ製 IP
フォン （ハード ウェアベースの IP フォン） や Cisco IP Communicator （ソフ ト ウェアベースの IP フォン） などのエンドポイン ト

もモニタできます。

Q. CiscoWorks IP Communications Operations Manager 1.0 がモニタできる  IP 伝送コンポーネン トは何ですか。

A. CiscoWorks IP Communications Operations Manager 1.0 は、 ルータ、 スイ ッチ、 ゲート ウェイ、 およびゲート キーパをモニタ

できます。

Q. CiscoWorks IP Communications Operations Manager 1.0 は、 IP フォンのインベン ト リの追跡に使用できますか。 また、 どのよ

うな方式で追跡を行いますか。

A. CiscoWorks IP Communications Operations Manager 1.0 は、 IP フォンの追跡に使用できます。 2 種類の情報を利用できます。

CiscoWorks IP Communications Operations Manager 1.0 の Phone Status ディ スプレイ （自動的に更新される リ アルタイム  ディ スプ

レイ） には、 接続やシグナリ ングが停止しているすべての IP フォンの詳細情報が表示されます。 2 つめの情報源は、 IP フォン

のステータス とステータス変更に関する情報を示す CiscoWorks IP Communications Operations Manager 1.0 の各種レポートです。

Phone Move レポートは IP フォンの移動 （物理的な移動とフェールオーバーの両方） をキャプチャし、適切なタイムスタンプと

と もに過去と現在の情報を示します。Phone Audit レポートは IP フォンのステータス変更をキャプチャし、それらの変更をタイ

ムスタンプと と もに記録します。 これら  2 種類のレポートによって、 IP フォンの展開における移動、 追加、 および変更を記録

できます。
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Q. CiscoWorks IP Communications Operations Manager 1.0 は、 どのよ うに IP コ ミ ュニケーシ ョ ン ネッ ト ワークをモニタします

か。

A. CiscoWorks IP Communications Operations Manager 1.0 は、 シード  デバイスを開始点と して、 Cisco Discovery Protocol （CDP）
を使用して IP コ ミ ュニケーシ ョ ン ネッ ト ワーク全体を検出し、 展開のサービスレベル ビュー （ ト ポロジー） を作成します。

CiscoWorks IP Communications Operations Manager 1.0 は、 デバイスのタイプに応じて、 Internet Control Message Protocol （ICMP）
ポーリ ング、 HTTP ベースのポーリ ング、 SCCP ベースの模擬テス ト、 SNMP MIB の問い合わせ、 および SNMP ト ラ ップの受

信によって、 さまざまな条件をアクティブにモニタします。 また、 特定のデバイスについて上位レベルの問題を引き起こす条

件のみを追跡します。 CiscoWorks IP Communications Operations Manager 1.0 はデバイスから情報を受信し、 その情報が上位レベ

ルの問題を引き起こす既知の条件ではなかった場合、 その情報を無視します。 そのため、 IT 管理者は通常、 ネッ ト ワークで発

生するあらゆるイベン ト を確認する必要はあ り ません。 これによって、 IT 管理者はシスコ製デバイスの障害をよ り効率的に管

理できます。 また、CiscoWorks IP Communications Operations Manager 1.0 は、 IP コ ミ ュニケーシ ョ ン ネッ ト ワークの現在の動作

ステータスを確認する診断テス ト を実行し、 何らかの問題が検出された場合はレポート します。 診断テス トで問題が見つかる

と、 ただちに適切なアラート を生成し、 サービスに問題が発生する可能性があるこ とをネッ ト ワーク管理者に通知します。 こ

れらのアラートは、すべてアラート  コンソールやサービスレベル ビューなどのリ アルタイム  ディ スプレイに表示されます。ま

た、 CiscoWorks IP Communications Operations Manager 1.0 がレポートするアラート を、 SNMP ト ラ ップ、 Syslog メ ッセージ、 お

よび E メールを使用して、 ノースバウンド  インターフェイス経由で他の管理ツールへフォワーディングするこ と も可能です。

Q. CiscoWorks IP Communications Operations Manager 1.0 は、 どのよ うにパッケージングされていますか。

A. CiscoWorks IP Communications Operations Manager 1.0 は、 CiscoWorks IP Communications Service Monitor 1.0、 および基礎と

なる  CiscoWorks Common Services 3.0 と と もに 1 枚の CD にパッケージングされています。 インス トール作業は 1 回のプロセス

で完了し、 3 つのコンポーネン トがすべてサーバにインス トールされます。 インス トールされるライセンスに応じて、該当する

機能が有効化されます。 利用できるライセンスには、 （1） 単一サーバへの CiscoWorks IP Communications Operations Manager 1.0
のみのイ ン ス ト ール、 および （2） 単一サーバへの CiscoWorks IP Communications Operations Manager 1.0 と  CiscoWorks IP
Communications Service Monitor 1.0 のインス トール、 の 2 種類のオプシ ョ ンがあ り ます。

Q. CiscoWorks IP Communications Operations Manager 1.0 のライセンスはどのよ うに取得できますか。

A. CiscoWorks IP Communications Operations Manager 1.0 は、展開規模に応じてライセンス供与されており、 あらゆる規模の企

業に適合します。 ラ イセンス供与はライセンス  ファ イルで管理されます。 IP コ ミ ュニケーシ ョ ンの展開が拡大する と と もに、

ネッ ト ワーク管理者はライセンスをアップグレードできますが、 その際にモニタ リ ングを中断した り、 サーバを運用から外し

たりする必要はあ り ません。 ライセンスのアップグレードは、シスコの Web サイ トにログオンし、新しいライセンスを取得し、

それをサーバ上に展開するだけで済みます。 ライセンスはモニタ リ ング対象の IP フォンの台数別で提供されており、 1,000 台、

5,000 台、 10,000 台、および 30,000 台の各レベルがあ り ます。サーバにインス トールされるライセンスに応じて、サーバのハー

ドウェア要件とスケーラビ リティの限度が適用され、 適切なパフォーマンスが保証されます。

Q. CiscoWorks IP Communications Operations Manager 1.0 を実行できる  OS （オペレーティング システム） は何ですか。

A. CiscoWorks IP Communications Operations Manager 1.0 は、 Microsoft Windows Server 2003 が稼働する専用のハードウェア プ
ラ ッ ト フォーム上での運用が想定されています。 CiscoWorks IP Communications Operations Manager 1.0 は、 運用およびメンテナ

ンス  スタ ッフを多数の複雑な IP コ ミ ュニケーシ ョ ンの実装から独立させるこ とを目的と しています。これには相当な リ ソース

が必要 と な るため、 専用のサーバが推奨されます （CiscoWorks IP Communications Service Monitor 1.0 と  CiscoWorks IP
Communication Operations Manager 1.0 で 1 台のサーバを共有する場合を除く）。 一般に、 ハード ウェア プラ ッ ト フォームを （速

度 と プロセ ッ サ数において） 大規模化し、 システムの メ モ リ 容量 （最低 2 GB が必要） を増大させる と、 CiscoWorks IP
Communications Operations Manager 1.0 によって実現される管理ソ リ ューシ ョ ンのパフォーマンス とスケーラビ リティが向上し

ます。
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Q. CiscoWorks IP Telephony Environment Monitor （ITEM） 2.0 とそのダウンロード可能なユーティ リ ティはど うな り ますか。

A. CiscoWorks IP Communications Operations Manager 1.0 は、 CiscoWorks ITEM 2.0 の後継製品となり ます。 CiscoWorks ITEM
2.0 は、 CiscoWorks IP Communications Operations Manager 1.0 のリ リース と同時に End of Sale （EOS; 販売終了） とな り ます。 シ

スコは引き続きシスコのサポート  ポ リシーに従って CiscoWorks ITEM 2.0 の既存の展開をサポート しますが、CiscoWorks ITEM
製品群の新バージ ョ ンを リ リースするこ とはあ り ません。CiscoWorks IP Communications Operations Manager 1.0 には、Cisco.com
からダウンロード可能な CiscoWorks ITEM のユーティ リ テ ィに備えられたすべての機能が組み込まれているため、 それらの

ユーティ リ ティは個別には提供されなくな り ます。 CiscoWorks ITEM 1.x または CiscoWorks ITEM 2.0 を運用しているすべての

お客様には、 CiscoWorks IP Communications Operations Manager 1.0 への移行を強くお勧めします。 それによって、 シスコ  IP コ
ミ ュニケーシ ョ ン ソ リ ューシ ョ ンのあらゆる最新テク ノ ロジーを管理するのに必要なツールを利用できます。

Q. CiscoWorks ITEM 2.0 から  CiscoWorks IP Communications Operations Manager 1.0 に移行した方がよい理由は何ですか。

A. CiscoWorks IP Communications Operations Manager 1.0 は、 Cisco CallManager Express、 Cisco Unity Express、 Cisco IP Contact
Center （Enterprise および Express Edition） など、 最新のシスコ  IP コ ミ ュニケーシ ョ ン テク ノ ロジーに対応しており、 展開のス

テータス全般をモニタするのに役立つ新しいインターフェイスを備えています。 また、 も う  1 つの新製品である  CiscoWorks IP
Communications Service Monitor と統合する こ とで、 リ アルタ イムのサービス品質アラー ト を発行でき ます。 CiscoWorks IP
Communications Operations Manager 1.0 は、CiscoWorks ITEM 製品群のさまざまなテク ノ ロジー（CiscoWorks IP Telephony Monitor
[ITM]、 および Gateway Statistics Utility、 WAN Performance Utility、 Tactical Graphing Utility などのド ロ ップイン） を単一の配信

および利用モデルへと統合します。 CiscoWorks IP Communications Operations Manager 1.0 は、 モニタ リ ング対象のネッ ト ワーク

で IP コ ミ ュニケーシ ョ ン環境の全般的な健全性を評価するさまざまな診断テス ト を継続して実行します。 また、 高度な評価お

よび相関機能を利用して、 IP コ ミ ュニケーシ ョ ン環境の健全性に関する情報をタイム リーに提供します。 複数のデータ収集お

よび分析技術を利用して、 CiscoWorks IP Communications Operations Manager 1.0 は、 ネッ ト ワークに導入されている他のイベン

ト 管理システムにフ ォ ワーデ ィ ング した り、 E メ ールまたはポケ ッ ト ベル ゲー ト ウ ェ イに送信した り、 CiscoWorks IP
Communications Operations Manager 1.0 の GUI に表示したりできるインテ リジェン ト な ト ラ ップを生成します。

Q. CiscoWorks ITEM 2.0 から  CiscoWorks IP Communications Operations Manager 1.0 にアップグレードするこ とはできますか。

A. はい。 CiscoWorks ITEM （1.x または 2.0） を展開しているお客様は、 CiscoWorks IP Communications Operations Manager 1.0
を特別アップグレード価格で発注できます。 このアップグレード版は専用の製品番号で提供されています。 発注方法の詳細に

ついては、 シスコ製品販売代理店までお問い合わせください。

Q. CiscoWorks IP Communications Operations Manager 1.0 は、 CiscoWorks 製品とどのよ うに統合されますか。

A. CiscoWorks IP Communications Operations Manager 1.0 は、CiscoWorks ファ ミ リのすべての製品と連携できます。CiscoWorks
IP Communications Operations Manager 1.0 は、 CiscoWorks LAN Management Solution （LMS） などのアプ リ ケーシ ョ ン と同様、

CiscoWorks Common Services 3.0 上で動作し ます。 CiscoWorks IP Communications Operations Manager 1.0 は、 次のよ う な面で

CiscoWorks ファ ミ リ と統合されています。

• CiscoWorks セキュ リティ  ロール

• CiscoWorks サーバ プロセスおよびバッ クアップ管理サービス

• デバイスおよび証明情報リポジ ト リ

• Cisco Secure Access Control Server （ACS） の統合

これに加えて、CiscoWorks IP Communications Operations Manager 1.0 では、各種のユーザ インターフェイスから状況に応じてさ

まざまな CiscoWorks 製品 （Resource Manager Essentials、 CiscoView、 Campus Manager など） を起動でき、 問題の特定と解決が

促進されます。
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Q. CiscoWorks IP Communications Operations Manager 1.0 は、 CiscoWorks IP Communications Service Monitor 1.0 とどのよ うに統

合されますか。

A. CiscoWorks IP Communications Operations Manager 1.0 は、CiscoWorks IP Communications Service Monitor が提供する情報を利

用して、 サービス品質 （音声品質） アラー ト を リ アルタ イムで発行できます。 このサービス品質アラー ト は、 CiscoWorks IP
Communications Operations Manager 1.0 でモニタ リ ング中の IP フォンまたは IP コ ミ ュニケーシ ョ ン デバイスに関連付けられて

おり、その情報は Service Quality Alerts ディ スプレイに表示されます。 IP フォンとデバイスの接続に関する詳細情報も提供され

ます。 候補パスの ト レース、 ノード間 IP SLA テス ト、 IP フォン ステータス  テス ト といった状況依存の診断ツールを実行する

と、 ト ラブルシューティングを進めるこ とができます。 パス上にあるルータ間で行われる ノード間テス トは、 ネッ ト ワーク管

理者がサービス品質に影響する可能性のある中間ノードの潜在的問題を特定するのに役立ちます。 いずれかのエンドポイン ト

での IP フォン ステータス  テス トでは、サービス品質が低下している通話セグメン トに含まれる  IP フォンの IP 接続を確認しま

す。 CiscoWorks IP Communications Operations Manager 1.0 は、 履歴情報を含む専用のレポート を提供します。

関連情報

CiscoWorks IP Communications Operations Manager 1.0 の詳細については、http://www.cisco.com/jp/product/hs/netmgt/cwicom/index.shtml
をご覧いただくか、 シスコ製品販売代理店までお問い合わせください。
© 2006 Cisco Systems, Inc. All right reserved.
Important notices, privacy statements, and trademarks of Cisco Systems, Inc. can be found on cisco.com
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シスコシステムズ株式会社

URL: http://www.cisco.com/jp/
問合せ URL: http://www.cisco.com/jp/go/contactcenter/
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